
第２号様式（第７条及び第１０条関係） 

債権譲渡承諾依頼書 

年  月  日 

熱海市長 宛て 

 

（甲）受注者                              

（譲渡人）    住所                      

商号又は名称                      

            氏名                実印    

（乙）（譲受人）    住所                      

名称                      

            氏名                実印    

 

＿＿＿＿＿（以下「甲」という。）と＿＿＿＿＿＿＿＿＿（以下「乙」という。）は、「公共工事に係る

工事請負代金債権の譲渡を活用した融資制度について」（平成11 年１月28 日建 設省経振発第８号、建設

省厚契発第８号及び９号、建設省経振発第６号等。以下「建設省通知」と いう。）及び「財団法人建設業振

興基金業務方法書」（昭和50 年10 月１日認可、建設省東計振発も 第367 号。以下「方法書」という。）

に基づく、債務保証制度を利用するために甲乙間で締結した  年  月  日付けの債権譲渡契約証書に

基づき、甲は、甲が熱海市に対して有する下記の工事請負代金債権を乙に譲渡することにつき、熱海市建設

工事請負契約約款（以下「約款」という。）第５条第１項ただし書に規定する承諾を賜りますよう御依頼申

し上げます。 

乙においては、本譲渡債権を担保として、甲に対し当該工事の施工に必要な資金を融資するとともに、担

保の余剰をもって保証事業会社が有する金融保証に係る求償債権を担保するものとします。 

なお、約款第４１条に規定する契約不適合責任は当然のことながら甲に留保されることを申し添えます。 

また、甲及び乙は、約款第３４条に規定する前払金及び中間前払金並びに第３７条に規定する部分払は、

当債権譲渡の御承諾以降は請求しません。 

 

記 

１ 工 事 名 

２ 工事箇所 

３ 工  期      年  月  日から   年  月  日まで 

４ ⑴ 請 負 代 金 額  金      円 

                      ただし、契約変更により増減が生じた場合はその金額による。 

 －⑵ 前 払 金 額  金      円 

 －⑶ 中間前払金額  金      円 

 －⑷ 部 分 払 金 額  金      円 

  ⑸ 債 権 譲 渡 額  金      円 （   年  月  日現在見込額） 

                      ただし、契約変更により増減が生じた場合はその金額による。 

以 上  


